
市
で
は
、
６
月
か
ら

一
般
公
開
し
て
い
る
旧

日
本
銀
行
新
潟
支
店
長

宅
の
蔵
を
利
用
し
て
、

新
潟
漆
器
や
新
潟
仏
壇

と
い
っ
た
本
市
の
伝
統

工
芸
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

こ
の
展
示
は
、
高
度

な
技
術
と
技
法
を
誇
る

新
潟
漆
器
や
新
潟
仏
壇

を
広
く
市
民
に
紹
介

し
、
新
潟
固
有
の
文
化
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独
特
の
豪
華
さ
が
あ
る
新
潟
仏
壇

の
認
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

行
う
も
の
で
す
。

新
潟
漆
器
は
、
一
輪
挿
し
、

銘
々
皿
、
三
段
重
箱
な
ど
26
点

を
展
示
。
新
潟
漆
器
の
代
表
的

な
塗
り
技
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る

竹
塗
を
中
心
に
、
多
彩
な
技
法

を
生
か
し
た
作
品
が
並
び
ま
す
。

新
潟
仏
壇
は
、
五
十
代
三
方

開
き
の
仏
壇
な
ど
６
点
を
展
示
。

京
仏
壇
の
流
れ
を
く
み
、
飾
り

金
具
や
ま
き
絵
を
多
用
し
独
特

の
豪
華
さ
が
あ
り
ま
す
。
五
職

と
呼
ば
れ
る
職
人
た
ち
の
技
の

調
和
が
造
り
あ
げ
る
仏
壇
は
、

手
作
り
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
潟
漆
器
と
新
潟
仏

壇
の
歴
史
や
製
造
工
程
な
ど
を

パ
ネ
ル
を
使
っ
て
分
か
り
や
す

く
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
館
内

で
新
潟
漆
器
と
新
潟
仏
壇
の
ビ

デ
オ
も
放
映
し
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
「
新
潟
に

こ
ん
な
文
化
が
あ
っ
た
と
は
」

「
豪
華
で
華
や
か
」「
素
晴
ら
し

い
」
―
―
な
ど
洗
練
さ
れ
た
技

術
に
と
て
も
感
心
し
て
い
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
展
示
は
、
午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
行
っ

て
お
り
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）
が
休
館
で
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課

（
�
内
線
２
５
２
６
）
へ

市
で
は
、
中
学
生
の
サ
ッ
カ

ー
の
技
術
向
上
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

の
選
手
に
よ
る
指
導
を
市
内
の

中
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。

選
手
が
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
あ

る
中
学
校
を
交
代
で
訪
問
し
、

中学生を指導するアルビレックスの選手たち

今
年
の
10
月
こ
ろ
ま
で
に
、
各

校
で
２
回
指
導
に
当
た
る
予
定

で
す
。

７
月
21
日
に
は
、
Ｍ
Ｆ
の
堂

森
勝
利
選
手
と
長
谷
川
太
一
選

手
が
寄
居
中
を
訪
問
。
こ
の
日

は
２
回
目
の
指
導
と
あ
っ
て
、

シ
ュ
ー
ト
練
習
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

と
い
っ
た
、
よ
り
実
戦
的
な
練

習
を
行
い
ま
し
た
。

選
手
も
交
じ
っ
て
行
わ
れ
た

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
は
、
盛
ん
に
げ

き
を
飛
ば
す
選
手
の
声
に
応
え

る
よ
う
に
、
生
徒
た
ち
は
元
気

あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
を

展
開
。
練
習
後
、
両

選
手
の
「
基
本
を
大

切
に
プ
レ
ー
し
よ

う
」
「
受
け
手
の
こ

と
を
考
え
て
パ
ス
を

出
そ
う
」
な
ど
の
言

葉
に
、
生
徒
た
ち
は

真
剣
な
表
情
で
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

体
育

課
（
�
内
線
３
２
７

４
）
へ

新行動計画の策定に向けて�

“市民の意見を聴く会”で幅広い意見�“市民の意見を聴く会”で幅広い意見�

市
民
の
意
見
を
聴
く
会

市
で
は
、
平
成
13
年
度
以
降

の
新
し
い
行
動
計
画
の
基
と
な

る
基
本
計
画
案
の
素
案
に
幅
広

い
意
見
を
寄
せ
て
も
ら
お
う
と
、

７
月
23
日
に
「
市
民
の
意
見
を

聴
く
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

意
見
を
聴
く
会
は
、
こ
の
素

案
を
ま
と
め
た
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会
（
小
野
庸
子
会
長
）

か
ら
、
市
民
の
意
見
を
参
考
に

よ
り
よ
い
基
本
計
画
案
に
し
た

い
、
と
の
意
向
を
受
け
て
開
催

し
た
も
の
で
す
。

素
案
に
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

フ
リ
ー
（
社
会
的
・
文
化
的
に

つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
性
別
に
よ

市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
本
市

の
歴
史
に
親
し
み
、
学
ん
で
も

ら
お
う
と
実
施
し
て
い
る
「
に

い
が
た
歴
史
塾
」
の
一
環
と
し

て
「
初
心
者
の
た
め
の
古
文
書

解
読
講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。

同
講
座
は
「
旗
本
知
行
所
関

係
史
料
」
や
「
借
金
証
文
」
な

ど
の
古
文
書
を
テ
キ
ス
ト
に
実

施
。
講
義
形
式
で
、
古
文
書
の

解
読
方
法
や
新
潟
の
歴
史
に
つ

い
て
、
５
回
に
わ
た
っ
て
解
説

し
て
い
き
ま
す
。

日
時

９
月
６
・
８
・
13
・

20
・
27
日
午
後
６
時
〜
８
時

会
場

中
央
公
民
館

定
員

１
５
０
人

参
加
費

１
３
０
０
円

申
し
込
み

８
月
25
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
講
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
記
入
し
、
緑
町
３
４
３

７
・
８
郷
土
資
料
館
（
�
２
２

８
・
３
２
５
９
）
へ
　
※
応
募

多
数
の
場
合
抽
選

市
で
は
、
９
月
８
日
に
「
に

い
が
た
市
民
大
学
公
開
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
お

な
じ
み
の
北
野
大
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

が
ど
の
よ
う
に
環
境
問
題
に
関

係
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
話
し

て
も
ら
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
環
境
問
題
に

配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

９
月
８
日
午
後
７
時
〜

８
時
半

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

演
題

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境

問
題
」

講
師

北
野
大
（
淑
徳
大
学
教

授
）

定
員

５
０
０
人

申
し
込
み

８
月
18
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
〒

９
５
１
・
８
５
５
０
生
涯
学
習

課
（
�
内
線
３
２
５
４
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
、
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

市
で
は
、
母
子
・
父
子
家
庭

や
寡
婦
の
皆
さ
ん
が
、
仕
事
や

家
族
の
傷
病
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
た
め
に
日
常
生
活
に
支
障
を

生
じ
た
場
合
に
、
介
護
人
（
ヘ

ル
パ
ー
）
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

１
年
更
新
の
登
録
制
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
介
護
人
の
派

遣
を
希
望
す
る
人
は
登
録
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
の
内
容

乳
幼
児
の
保
育
、

食
事
の
世
話
、
住
居
の
清
掃
、

身
の
回
り
の
世
話
な
ど
、
日
常

生
活
に
必
要
な
用
事

登
録
の
申
請

児
童
福
祉
課

（
市
役
所
本
館
２
階
）
ま
た
は

地
区
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の

児
童
扶

養
手
当
証
書
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
受
給
者
証
ま
た

は
対
象
世
帯
が
確
認
で
き
る
も

の
、
印
鑑

費
用

１
日
当
た
り
５
３
２
０

円
（
所
得
に
応
じ
無
料
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

登
録
有
効
期
限

申
請
日
か
ら

来
年
７
月
31
日
ま
で

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課

（
�
内
線
２
６
１
７
）
へ

�
初
心
者
の
た
め
の
古
文
書
解
読
講
座
��

る
差
別
を
な
く
す
こ
と
）
の
視

点
や
、
「
女
性
の
権
利
は
人
権

で
あ
る
」
と
い
う
認
識
の
必
要

性
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
に
向
け
て
の
基
本
的
な
考

え
方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

審
議
会
の
委
員
も
出
席
し
て

行
わ
れ
た
、
こ
の
日
の
会
で
は
、

個
人
や
女
性
団
体
の
代
表
な
ど

23
人
が
熱
心
な
意
見
を
発
表
し

ま
し
た
。
素
案
に
対
し
て
「
市

の
役
割
と
市
民
の
役
割
を
明
確

に
」「
よ
り
具
体
的
な
記
述
を
」

「
誰
も
が
分
か
り
や
す
く
読
み

や
す
い
内
容
に
」
―
―
と
い
っ

た
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、

庁
内
計
画
推
進
体
制
の
拡
充
・

強
化
、
市
女
性
セ
ン
タ
ー
の
明

確
な
位
置
付
け
、
市
民
へ
の
一

層
の
啓
発
、
な
ど
の
要
望
も
多

数
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
を
聴
く
会
以
外

に
も
、
素
案
に
つ
い
て
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
や
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
20
件
を

超
え
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
審
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
を

参
考
に
し
な
が
ら
更
に
議
論
を

重
ね
、
９
月
に
は
市
長
あ
て
に

基
本
計
画
案
を
答
申
す
る
予
定

で
す
。

問
い
合
わ
せ

女
性
政
策
課

（
�
内
線
２
０
９
２
）
へ

市シルバー人材センター 夏休み特別教室
内容 小学生…国語、算数、自由研究、
ほか　中学生…英語、数学
対象 小学４年～中学生各学年先着10人
申し込み 各会場へ

会　場 期　日 時　間

上所教室
（�241-3536） 8/21～23 小学生

午前10時～11時50分

中学生
午後１時半～３時半

寺尾教室
（�264-1266） 8/22～24

松和町教室
（�270-2407） 8/23～25

年齢別水泳選手権大会
日時 ８月27日午前８時45分から
会場 西海岸公園市営プール
種目 個人、団体
対象 市内在住・在勤・在学の人
申し込み ８月15日（必着）までに所
定の申込書を会場（�267-6858）また
は鳥屋野総合体育館（�241-4600）へ
※要項、申込書は申込先にあります

「エンジョイ・ダンス」
「ダンスの素・ビタミン」 講習会

日時 ８月26日午前９時半～午後３時
会場 新潟中央高校
参加費 一般3,000円（半日2,000円）、
学生1,000円
申し込み ８月10日（必着）までには
がきに住所、氏名、電話番号を記入し、
水道町１、新潟青陵女子短期大学・高山
（�266-9387）へ

2000BANDAI
バ ン ダ イ

JAZZ
ジ ャ ズ

FESTＩVAL
フ ェ ス テ ィ バ ル

期日 ８月９日

問い合わせ 万代シテイ（�246-6424）へ

会　場 時　間 内　容

万代シテイパーク
午後５時
～９時

県出身のミュージシャンに
よるライブ、セッション

万代シテイ通りお
よびガルベストン
通り

午前９時半
～午後６時

まつりパレード、開港５都
市ミスキャンペーン、フリ
ーマーケット、ほか

関屋地区公民館 幼児家庭教育学級
日時 ９月７日～11月９日毎週木曜日午
前10時～正午　参加費 200円
内容 親子遊び、心を育てる絵本、ほか
対象 １歳半～３歳児の親先着30人　
※保育あり、１回40円
申し込み 同館（�266-4939）へ

住 宅 建 築 相 談
日時 ８月８・22日午前９時～午後４時
会場 市役所第１分館１階ミーティング
ルーム
相談内容 新・増・改築プランのアドバ
イス、公的融資制度
問い合わせ 建築指導課（�内線3060）へ

司法書士による無料相談会
日時 ８月17日午後１時～５時
会場 市民相談室（市役所第１分館１階）
内容 登記、供託、訴訟など
申し込み 県司法書士会（�285-2200）
へ　※予約制

燃える高齢者のためのパソコン教室
日時 8月15・22・29日午後6時半～8時
会場 総合福祉会館　参加費 500円
対象 ノートパソコンを持っている50
歳以上の人先着30人
申し込み パソコンボランティア協会事
務局（�233-8164）へ

あがのリバー祭ド2000
日時 ８月25日午前11時～午後７時
会場 津島屋河川敷緑地公園
内容 縁日・スポーツコーナー、マジッ
クショー、フリーマーケット、ほか
問い合わせ 浮部（�272-0050）へ
※フリーマーケットの出店者を募集して
います（先着50人）

将 　 棋 　 教 　 室

会場 弁天将棋センター（弁天3）
定員 各コース先着30人　参加費 500円
申し込み 山崎（�243-4422）へ

コース 月　日 時　間

入門コース 8月12日～12月
23日毎月第2･4
土曜日

午前10時～同50分

初級コース 午前11時～正午

新潟地域職業訓練センター
申し込み 同センター（�271-2535）へ
※月曜休館
�ＣＡＤ基礎講座
日時 ９月５日～10月31日毎週火・金
曜日昼◯午後１時～４時 夜◯午後６時～９時
定員 各先着20人　参加費 各27,000円
※雇用保険加入者優先
�水彩画教室
日時 ９月９日～11月25日毎週土曜日
午後１時半～４時半
定員 先着20人　参加費 12,000円
�村上堆朱彫刻教室
日時 ８月27日～９月24日毎週日曜日
午後１時半～５時
定員 先着30人　参加費 4,500円

市視聴覚センター 市民映画鑑賞会
日時 ８月17日午後２時から
上映作品 「飛べ！ペガサス」「海から
ブタがやってきた」 定員 先着50人
申し込み 同センター（�222-7400）へ

広 報 テ レ ビ 案 内
さわやか新潟 「子育てがんばれ！」
ＢＳＮ　きょう6日10:30～11:00
※手話通訳付き
新潟市政ニュース
ＮＳＴ　きょう6日 8:55～9:00
すこやか新潟
ＴｅＮＹ　きょう6日11:25～11:30
にいがた子どもの広場
ＮＴ２１　きょう6日17:55～18:00


